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はじめに
　作曲家、弘田龍太郎（1892〜1952年）は、《靴が鳴る》《浜
千鳥》《叱られて》などの童謡作曲家として広く知られてい
るが、NHK のラジオ放送で子どもに向けた音楽番組を担当
していたことや、幼稚園を設立し園長として幼児教育に携
わっていたことはあまり知られていない。弘田の基本的な
伝記事項はもとより、彼の行った音楽活動についての論考
も皆無である。
　そこで、本論では弘田龍太郎の多岐にわたる音楽活動の
うち、赤い鳥童謡運動に参加し童謡作曲家として活躍した
青年期から、作曲活動のかたわら NHK ラジオ放送におい
て子どものための音楽教育を行っていた成熟期を経て、幼
稚園園長に就任し幼児教育に携わった晩年まで、主に幼児
教育に関わる音楽活動の軌跡を辿ることとする。また、こ
れまでほとんど調査の及んでいないラジオ放送を通した音
楽教育についても、その一端を明らかにすることが本論の
目的である。
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1．児童雑誌から童謡作曲家へ
（1）「赤い鳥童謡運動」と児童雑誌
　1892（明治25）年、弘田龍太郎は教育者・政治家として著
名な父正郎と、一絃琴の名手であった母総野の長男として
高知県安芸郡（現安芸市）に生まれた。父の転任に伴い千葉、
三重と移り住んだ後、1910（明治43）年に東京音楽学校（現
東京藝術大学）の器楽部ピアノ科に入学し、ピアノを童謡
作曲家の本居長世に師事する。在学中より作曲を始めてい
た弘田は研究科に進学し、1916（大正5）年に終了すると同
時に同校の授業補助（助手）となり、さらに文部省邦楽調
査委員を委嘱され、邦楽の調査や研究を行った。同委員の
主任を務めたのがピアノを師事した本居長世で、その後弘
田は宮城道雄を中心にした新日本音楽運動に参加し、洋楽
と邦楽の融合を試みた斬新な活動で注目を浴びる。1917（大
正6）年には新設された東京音楽学校研究科の作曲部に再入
学し、1919（大正8）年に終了した後、同校の講師となった。
　この頃より弘田は、児童雑誌に掲載される童謡に作曲を
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するようになり、新作童謡を次々と発表した。ここで児童
雑誌について述べておこう。『日本児童文学大事典 第二巻』
（大阪国際児童文学館編）によると、児童雑誌とは、「一五
歳くらいまでの子どもを対象にした複数の内容からなる大
人が児童のために発行する背を閉じた定期刊行物」1）と定義
され、日本で最初に発行された児童向けの定期刊行物は明
治時代まで遡る。なかでも児童に読み物や情報を提供する
本格的なそれが登場したのは、1888（明治21）年に実業之日
本社が創刊した『少年園』で、以後、種々の児童雑誌の発
刊が相次いだ。
　表1は前述の『日本児童文学大事典 第二巻』の「逐次刊
行物」をもとに、明治40年代から戦前において発行された
児童雑誌を一覧にしたものである（ただし、商業誌、機関誌、
同人誌、運動誌、文芸誌、科学誌学習誌［小学館の一部は
表 1　大正から戦前の逐次刊行物（児童雑誌）
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含めた］、漫画雑誌、キリスト教関係誌を除く一般児童雑誌
に限定し、発行期間が一年未満のものは割愛した）。雑誌
種類の種別は同事典の分類に従い、児童雑誌＝児、少年雑
誌＝少年、少女雑誌＝少女、絵雑誌＝絵と表記した。この
時代における児童雑誌の特徴は、読者の投稿を重視してい
たことであり、懸賞付きの投稿を募集する雑誌も少なくな
かった（表1の投稿／懸賞欄には、同事典と雑誌の現物に
よって確認されたものに○を付けている）。投稿には「童謡」
をはじめ、「童話」「綴り方」「幼年詩」「児童画」などがあり、
各方面の専門家がそれらの選者として各雑誌で批評を載せ
ていた。
　こうした児童雑誌に掲載されていたのが、「赤い鳥童謡
運動」に参加した詩人たちによる童謡である。1918（大正7）
年に刊行された『赤い鳥』を契機に、童謡を募集する児童
雑誌が大正末にかけて次々と創刊され、詩人たちが「韻文
としての童謡（詩）」を発表する場となったのである。その後、
1919（大正8）年5月号の『赤い鳥』に「曲譜集」として掲載
された《かなりや》（西條八十作詞・成田為三作曲）に初め
て曲譜が付けられると、赤い鳥運動に賛同した音楽家たち
が童謡（詩）に作曲を施すようになり、児童雑誌には「歌
曲としての童謡」が数多く発表された。表1には、童謡が掲
載されている児童雑誌に○を付けているが（△は唱歌）、『赤
い鳥』以降の児童雑誌の大半が童謡を掲載していたことが
分かる。
　これらの児童雑誌には作曲家を専属契約していたものも
あり、『少女の友』『幼年の友』の中山晋平や、『少女号』『少
女倶楽部』の弘田龍太郎などがそれである。表1にもあるよ
うに、弘田は『少女号』の1919［大正8］年7月号に《金魚の
ひるね》（鹿島鳴秋作詞）、同年9月号に《お山のお猿》（鹿
島鳴秋作詞）、同年11月号に《靴が鳴る》（清水かつら作詞）、
1920（大正9）年1月号に《浜千鳥》（鹿島鳴秋作詞）、同年4
月号に《叱られて》（清水かつら作詞）などを発表しており2）、
それらは1921（大正10）年8月号の『赤い鳥』に初めて掲載
された《こんこん小山》（北原白秋作詞）よりも早い3）。弘
田は他に、『こども雑誌』『金の星』『コドモノクニ』などに
も作品を発表しており、成田為三、草川信、中山晋平らと
ともに「赤い鳥運動」における重要な作曲家の一人であった。
（2）弘田の童謡曲の特徴
　清水かつらとの代表作の一つである《靴が鳴る》（譜例1）4）
について、弘田はメロディーを以下のようなアイデアに基
づいて作曲したと記している。
先ず五聲音階を用い、上行して行こうと考えた。さて
實際に作曲にかゝつてみると、直ぐに頂點に達し、直
ちに下行せねばならなくなつた—それには音域の關係
もあった。下行してみると、丁度初めの出發點に戻つ
譜例1
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たから、類似の四小節を作り、二回目はラに終つたの
である。このラに終る即ち次中音に終ることが、當時
私の常に考えていたことなのである。之で先ず半分は
出來たのであるが、その後はどうするか困つたのであ
る。歌詞を見ると「歌をうたえば」と、この童謠の中
心をなす所にある。そこで初めの音を上の主音に置い
て、次第に下げていった。そして「晴れたお空に」（も
とは晴れたみ空に）でも、同一旋律を用い「靴がなる」
と終らしめたのである5）。
冒頭の記述にもあるように、曲はニ長調のソと#ドを抜いた
ヨナ抜きの五音音階で作られていることが最大の特徴であ
る（引用文の「ラ」は主音をドのハ長調に読み変えた場合
の階名で、実音は「シ」）。弘田が邦楽調査委員として邦楽
の研究に従事していたことは先に述べたが、前述の《金魚
のひるね》《お山のお猿》《浜千鳥》《叱られて》をはじめ、
弘田の多くの作品にヨナ抜き長音階などの邦楽的色彩が見
られるのは、その間に習得した技法であると思われる。実
際、弘田は昭和11（1936）年に著した『作曲の初歩』の序文
の中でも、「在來の邦樂の長、洋樂の長をあはせ採り、先づ
簡單な唱歌の作曲に始まり、次第に高級な作曲へと進んで
行くべきである」6）と、邦楽と洋楽を融合した作曲法を記し
ている。
　次に、《靴が鳴る》の伴奏については以下のように述べて
いる。
私は當時毎月少女號に書いていたが〔中略〕當時の
一般の人には時々伴奏がむづかし過ぎると云われてい
た。之は殊に當時の小學校教員に於てよく云われたで
ある。そこで進行曲粹などにある左手だけで、行進曲
のリズムを取つたのであるが、私はその後レコード吹
込みや、放送では少し伴奏を變えている。しかし初め
て作曲する時はなるべく易しく皆に彈けるようにとこ
の形をとつたのである。「之なら彈けます」と云う聲が
一般から生じたのである7）。
譜例1の左手は弘田が言うように、すべてが四分音符から成
る行進曲風の簡素な伴奏になっている。《金魚のひるね》や
《お山のお猿》も同様に、右手にはメロディーを、左手には
簡易な和音による伴奏を配した曲譜であるが、両手のアル
ペジオで奏でられる《浜千鳥》や、情感溢れる表現力を要
する《叱られて》などはピアノ初心者には難しい伴奏である。
また、『赤い鳥』や『少女倶楽部』に見られる曲譜も決して
簡易なものばかりではないが、これはピアノの名手であっ
た弘田にとってはやむなきことであったろう。
　ピアノの名手といえば、弘田の師匠である本居長世も忘
れてはならない。本居のピアノ伴奏譜は美しい半面、一般
の小学校教員の手には負えないほど難解であり、当時の作
曲界でピアノの名手と言われたのは、本居と彼の教え子の
弘田龍太郎にとどめをさす、と回想するのは本居にピアノ
を師事していた声楽家の藤山一郎である8）。師弟関係にあ
った本居と弘田のピアノ伴奏譜がともに難解であったこと
は偶然ではなかったのだろう。また、弘田とともに邦楽調
査委員を務めていた本居も、童謡の多くに都節音階や田舎
節音階など邦楽由来の音階を使い、邦楽に強い影響を受
けた作風を特徴とする。以上のことから、弘田の童謡にお
ける作風のルーツには邦楽研究によって培われた邦楽語法
と、本居長世の作曲法にあったと推察できる。
2．NHKラジオ放送における音楽教育
（1）ラジオ放送黎明期の「子供の時間」　
　1925（大正14）年3月22日、社団法人東京放送局は日本で
初めてのラジオ放送（仮放送）を開始した。仮放送の初日
からの放送内容を記録した番組確定表（放送博物館所蔵）
によると、本放送が開始される同年7月12日までに童謡が放
送されたのは5日間で、童謡が初めて電波に乗った同年3月
26日には小松耕輔の《雀の機織り》、草川信の《あんよの
歌》、弘田龍太郎の《昔ばなし》9）の3曲が、村山久子（声楽家、
ダン道子の妹）によって歌われたことが記録されている。
　やがて、東京本放送の初日（1925［大正14］年7月12日）
より「子供の時間」という番組が始まり、童謡や唱歌はこ
の時間に放送されるようになった10）。番組確定表よりプロ
グラムを調べていくと、作詞家では北原白秋、野口雨情、
西條八十、作曲家では山田耕筰、中山晋平、弘田龍太郎、
本居長世、成田為三など、「赤い鳥」運動で活躍した詩人
や音楽家たちの作品が多く取り上げられていることが分か
る。すなわち、大正中期より児童雑誌で発表された「目で
見る童謡」が、ラジオ放送によって「耳で聴く童謡」とな
って全国一斉に広まったのである。
　言語学者の金田一春彦は番組のプログラム調査をさらに
綿密に行い、仮放送初日から1930（昭和5）年10月21日に至
る「子供の時間」に放送された歌を統計化して、プログラ
ムに記載された歌手・作曲家・曲名をそれぞれ放送回数の
多い順に並べ一覧にしている。まず、（童謡・唱歌・邦楽系曲・
外国曲に分類された項目のうち）童謡の作曲家に注目する
と、最も放送回数が多かったのは中山晋平で、6年間で取
り上げられた曲数は118曲、放送回数は402回となっている。
次に多かったのが弘田龍太郎で（101曲／273回）、三番目
が本居長世（139曲／257回）、次いで山田耕筰、小松耕輔、
室崎琴月、長妻完至、草川信、成田為三、森義八郎、長谷
山俊彦、藤井清水、杉山長谷夫、黒澤隆朝、佐々木すぐる
と続いている11）。
　次に、放送回数の多かった曲については、尋常小学唱歌
や外国曲などを含めた全76曲のうち51曲（67%）が童謡で、
うち最も多く放送されたのは《雨降りお月さん》（野口雨情
作詞・中山晋平作曲）であった（18回）。2位（16回）は《証
城寺の狸囃子》（野口雨情作詞・中山晋平作曲）で、14回
放送された弘田龍太郎の《あした》（清水かつら作詞）は5
位に入っている。以下、弘田の作品は《叱られて》（11回）、
《昔話》（10回）、《浜千鳥》（9回）と続く12） 。これらの金田
一の研究より、「子供の時間」を通してラジオ黎明期には多
くの童謡が電波に乗っていたこと、なかでも弘田の作品は
数多く放送されていたことが明らかにされた。
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（2）『子供のテキスト』と音楽講座
　「子供の時間」では1928（昭和3）年11月より、『コドモの
テキスト』という番組専用のテキストを月刊雑誌として毎
月発行するようになった（1933［昭和8］年6月号より『ラヂ
オ 子供のテキスト』に改題。以後、『子供のテキスト』と
表記）。番組内容の充実に伴い、聴取による放送だけでは
限界がある内容を、視覚によるテキストで補うことがその
目的だったと思われるが、テキストの購読者を募ることで
番組の聴取率を伸ばすことが目的だった可能性もある。
　当初のテキストは雑誌というよりも絵雑誌のような薄い
冊子で、番組の予告が数頁紹介されている程度であったが、
徐々に頁数を増やしながら体裁を変化させ、1933（昭和8）
年4月号をもって総合誌的な児童雑誌 となった。表1を見る
と、『子供のテキスト』は大正時代に量産された児童雑誌が
廃刊や休刊によって衰退しようとしていた頃に創刊された
雑誌であるが、『赤い鳥』以降の児童雑誌と同様、「童謡」（児
童詩）をはじめ「綴り方」や「童話」などの懸賞募集を毎
月行っていた。なかでも「童謡」はテキストの目玉と言っ
てもよく、当選した作品は「特選童謡」として雑誌に掲載
され、最優秀のそれは挿絵付きで巻頭頁を飾った。やがて
「赤い鳥運動」で活躍した作曲家たちが最優秀の「特選童謡」
に作曲を施すようになり、歌謡としての「特選童謡」が曲
譜付きで掲載されるようにもなる。このように「朗読する
詩歌」から「歌う詩歌」へ生まれ変わった童謡を雑誌で紹
介するのは、『赤い鳥』をはじめとする大正中期以降の児童
雑誌の模倣であろうが、一般読者（大半は子ども）の応募
作品に著名な作曲家たちが作曲を行ったのは、『子供のテキ
スト』以外の児童雑誌では見られなかったことだ。さらに、
曲譜が付いた「特選童謡」は『子供の時間』の「うたのお
けいこ」の中で歌唱指導の課題曲としてラジオでも放送さ
れ、全国で歌われるようになった13）。
　こうした「特選童謡」は現存するテキストで130余曲確
認されており、最も多く作曲にあたったのは中山晋平や大
中寅二や河村光陽らであった。弘田が『特選童謡』に作曲
したのは3曲にとどまるが、すべてヨナ抜き長音階で作られ
ている14）。
　弘田は「特選童謡」の作曲の他に、「子供の時間」のラ
ジオ番組にも関わっていた。「子供の時間」では童謡や唱歌
を紹介するだけではなく、オーケストラの楽器や西洋音楽
の楽曲についての説明、読譜に必要な楽典の解説なども放
送していた。例えば、「子供音楽講座」という類がその一例
である。「コドモ音樂講座」が『子供のテキスト』に初めて
登場したのは1929（昭和4）年の4月号で、同月23日と25日に
声楽家の外山國彦による「唱歌の唱ひ方」という講座が放
送された。以後、毎月音楽家たちがかわるがわるこの音楽
講座を担当し、作曲家の伝記など音楽についてのさまざま
なテーマを子どもたちに向けて解説している。
　やがて、1936（昭和11）年に12回にわたって毎月放送され
た「少年音樂講座」では、当時の著名な作曲家や演奏家ら
が各月の講師を務め、弘田は第九回の「打楽器」担当し解
説を行った。昭和12年次の『ラヂオ年鑑』（前年度の番組
内容を総括して記録したもの）には次のような記録がある。
音樂に對する正確な知識と親しい理解を培ふため各方
面に亙つて初歩音樂解説を實演附で放送した。一月
二十日その第一囘「音樂とは？」が伊庭孝氏の解説で
始められたが、〔中略〕その中九月二十三日弘田龍太
郎氏の「打樂器」のお話は出色のものの一つであつた。
而して何れもその解説は「子供のテキスト」に掲載し
て理解に便した15）。
弘田の担当した「打楽器」の講座がとりわけ評判をよんだ
ことが記されているのは興味深い。その後、1940（昭和15）
年1月から再び「コドモ音樂講座」が組まれ、弘田龍太郎
が専属講師として全シリーズの解説を務めた。ここでは楽
譜の読み方から音楽の形式に至るまで主に楽典に関する内
容を取り上げている16）。
（3）「学校放送」と「幼児の時間」
　弘田が NHK のラジオ番組に携わったのは「子供の時間」
だけではない。1935（昭和10）年より新たに設けられた「学
校放送」でも弘田は音楽講座の講師を務めていた。開設当
初、「学校放送」は「小学生の時間」「幼児の時間」「教師
の時間」の三種目を設けたが、1937（昭和12）年より「小学
生の時間」に尋常小学校五年生以上を対象とした「高等科
の時間」を加え、聴取対象をより厳正にした番組区分を行
った。「高等科の時間」では「音樂の聽き方」や「音樂鑑
賞講座」などが設けられ、弘田はこれらの講座を担当して
いたのである17）。
　さらに、「子供の時間」より約10年遅れて放送が開始され
た「幼児の時間」という番組でも、弘田は番組用に作曲し
た楽曲（童謡）を使って「うたのおけいこ」の楽曲指導を
行うなど、幼児に向けた音楽番組に出演していた。「幼児の
時間」は前述の「学校放送」の一種目として1935（昭和10）
年より放送を開始したが、「子供の時間」の聴取者（幼稚
園児から小学校高学年）よりも年齢の低い、就学前の幼児
を対象とし、保育要領に基づいた番組づくりを行っていた。
1939（昭和14）年後半頃より『子供のテキスト』では「子供
の時間」で放送される番組内容の他に、「幼児の時間」の
番組プログラムや同番組の「うたのおけいこ」の曲譜など
も同時に掲載するようになり、そこには音楽番組を担当す
る講師として弘田の名前が散見される。例えば1941（昭和
16）年3月号の番組予告には、「十二日　リズムアソビ『トン
ダトンダ』弘田龍太郎　今月ハ弘田龍太郎先生ノ面白いリ
ズムアソビ。丸く座ツテ用意ガデキタラ始メマセウ」18）とあ
る。また、昭和16年次の『ラヂオ年鑑』にも、「幼児の時間」
の項目には「弘田龍太郎擔當の『リズム遊ビ』『音樂童話』
がある」19）との記述があり、昭和10（1935）年以降、弘田が「幼
児の時間」の音楽講師としても度々ラジオに出演していた
ことが分かる。
　これらの資料の他に、「子供の時間」や「幼児の時間」
における弘田の精力的な活動を示す記録がある。現在、音
羽ゆりかご会の会長を務める三代目海沼実氏が所蔵する
「JOAK 出演記録表」20）には、昭和19（1944）年から21（1946）
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年に至る NHK ラジオ（東京放送局）の子供番組で、音楽
に関する内容が放送された日付けと番組名、および出演者
名がすべて記録されている（昭和22年は合唱団関係のみ）。
その記録表によれば、唱歌や童謡などの歌唱曲が「子供の
時間」や「幼児の時間」や「小学生の時間」でかわるがわる、
ほぼ毎日放送されていたことが分かる21）。弘田龍太郎は主
に、「幼児の時間」において歌唱曲の編曲や指揮を行う他、
昭和20年11月から翌21年にかけては同番組の「リズム遊び」
を月に一、二度担当していたようだ22）。
　また、この記録表で目を引くのは、数多の子ども合唱団
の活動である。「子供の時間」や「幼児の時間」などに出演
し歌唱曲を歌っていた合唱団は、作曲家の海沼實が創設し
た音羽ゆりかご会をはじめ、白菊児童音楽團、さくら子供会、
みすず階児童合唱団、ミチル児童合唱団、東京子供唱歌隊、
すみれ会音楽團、東京放送児童合唱団、東京都児童唱歌隊
など枚挙にいとまがない。これらの合唱団の指揮や指導に
関わっていたのも弘田であった。
　以上の調査より、弘田龍太郎は1935（昭和10）年前後から
終戦後の1945（昭和20）年代前半にかけて、NHK ラジオ放
送の幼児や子どもを対象にした音楽番組に携わり、戦前の
ラジオ放送を通した音楽教育において、その中心的な役割
を担った音楽家の一人として活躍していたことが明らかと
なった。
3．幼児教育ゆかり文化幼稚園の設立
（1）弘田のピアノ（音楽）教育
　弘田龍太郎には東京音楽学校の同級のピアニスト、高安
ゆり子との間に4人の娘がいる。長女の妙子は著書『私の
幼児教育』23）の中で、「ピアニストであった母も、父と同じ
くピアノを弟子に教えていましたので、家の中にはいつも
バイエルやソナチネやツェルニーの曲が聞こえ」24）、「最初
の記憶は、ピアノの音で始まる……といってもいいほど、
私の家は音楽で満ちていました」25）と、音楽環境で育った
自身の幼児期を回想している。また、「私の父は、子どもの
ための童謡などをたくさん作曲していたくせに、自分の子
どもにはとてもきびしくて、私たちはいつもピリピリして
いました」26）、と弘田の人となりが垣間見られるエピソード
も綴られている。
　とりわけピアノ（音楽）教育においては厳格で、満五歳
の終わり頃から父母にピアノを習い始めた妙子は、弘田の
ピアノレッスンについて次のように語っている。
父のレッスンはとてもきびしくて、常に「ピアノは絶
対だ」といい、私たちがどんなに忙しくても、学校の
試験があろうと、レッスンを休みませんでした。そして、
こわい顔をして、少しのまちがいも許しませんでした。
それで私はレッスンのときになると、すっかりあがっ
てしまって、ふだんはよく弾ける所までまちがってし
まうことがよくありました。父はいいかげんで曲をあ
げることをけっしてしませんでした。〔中略〕専門家に
なっても恥ずかしくない実力をつけるようにするのだ
といって、口ぐせのように「お譲さんげいこではない
のだ」といっておりました27）。
このように決して妥協を許すことなくピアノ（音楽）に対
峙する弘田の姿勢には、芸術家としての強い信念が表れて
いる。
　1928（昭和3）年3月、東京音楽学校の助教授を務めていた
弘田は文部省在外研究員としてドイツへ赴くことになった。
弘田はベルリン高等音楽院（現ベルリン芸術大学）で作曲
とピアノを学ぶかたわら、妻のゆり子と数多くの演奏会に
出掛け、《魔笛》や《パルジファル》や《火の鳥》などには
妙子たちも連れていったようだ。一年余りの留学期間を終
えると、フランクフルト、ワイマール、ドレスデン、ウィーン、
フィレンツェ、ローマなど様々な都市を巡りながらナポリ
から帰国の途へ着いた。その間、バイロイトではコジマ夫
人の居るワグナーの家を訪ねたり、ミラノでは藤原義江や
原信子らに会ったりもしたようだ28）。
　弘田がベルリンに滞在していた間、妙子ら三人の娘たち
がラーバン・シューレとヴィグマン・シューレ29）の二つの
舞踊学校でモダンダンスを習っていたことは興味深い。モ
ダンダンスの創始者であるイサドラ・ダンカンの弟子、ラ
ーバンとメリー・ヴィグマンがそれぞれ創めた舞踊学校に
彼女たちは通い、モダンダンスやパントミメ30）という自由
な創作を経験したそうだ。妙子はこの時の経験により自由
表現の楽しさに目覚め、すなわちこれが幼児教育において
重要な自由表現であったと気付いたようだ。後に妙子は、
後述する自身の幼稚園でもモダンダンスや舞踊劇を取り入
れ、自らその指導にあたった。
　弘田が娘たちに舞踊を学ばせていた背景には、彼が舞踊
の作曲にも意欲的に取り組んでいたことが考えられる。弘
田は、歌舞伎の六代目尾上菊五郎や日本舞踊家の花柳吉三
郎、舞踊家の石井漠らに曲を書き、時には振付までも指導
していたという。妙子の回想には、「私の家の、舞台のよう
に板を敷きつめた部屋では、そのような舞踊家たちが、と
きどき弟子を連れてやって来て、曲に合わせて踊りの練習
をしていました。私は夜遅くなるのも忘れて、息をのんで
それらの名人たちの踊りを見守っていたものでした」31）と
ある。弘田が舞踊家たちとの仕事を通して、「音楽（音）と
舞踊（動き）」、ないし「音楽と身体」の関係に着目し、幼
児期の音楽教育に舞踊を取り入れていたことは興味深い。
（2）ゆかり文化幼稚園の設立
　東京音楽学校でピアノと作曲の学業を修めた後、数多く
の童謡を作曲し、戦前戦後のラジオ放送では幼児や子ども
たちへの音楽教育に尽力した弘田龍太郎が、自ら幼稚園を
設立し、園長として晩年は幼児教育に身を捧げたのは自然
の帰結であったのかもしれない。1947（昭和22）年、弘田は
長女の妙子と彼女の夫で日本画家の藤田復生とともに、東
京・成城にある藤田のアトリエと住まいを開放し、ゆかり
文化幼稚園を設立した32）。顧問には幼児教育家でお茶ノ水
女子師範附属幼稚園主事であった倉橋惣三をはじめ、NHK
ラジオの幼児番組で交友のあった童話作家の関谷五十二、
作曲家の小松耕輔らを迎え、初代園長は弘田龍太郎、美術
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を藤田復生、音楽を藤田妙子が担当し、当初は「芸術家達
が幼稚園をつくる」「音楽家と画家の開く文化幼稚園」など
の見出しで報道され、話題に上ったそうだ33）。
　弘田が幼稚園にやって来るのは週に一回で、運営と教育
に当たっていたのは長女の妙子夫妻である。彼らが手探り
の中どのような幼児教育を行っていったのか、また幼児教
育に何を託し、見出したのか、その軌跡はこれまで引用し
てきた藤田復生の『美しく生きる 真に生きる』や藤田妙子
の『私の幼児教育』に詳しく述べられている。なかでも共
に芸術家であった二人が終始一貫して唱えたのは、「幼児だ
からこそ質の高い環境が与えなければならない」という強
い信念に基づいた幼児教育の必要性である。とりわけ妙子
の著書にはそれが繰り返し述べられているので、以下に引
用してみよう。
いちばんよいものを子どもに与えたい、という私たち
の念願からいっても、私はピアノはへたな先生には弾
かせられませんでした。同時に、美的感覚がとりたて
てよいわけでもなく、絵のこともよく知らない先生に、
ここをこう描きなさいなどと子どもを指導してもらい
たくありませんでした。〔中略〕先生がピアノをいいか
げんに弾くと私がすぐそれを指摘し、正しく弾くこと
を要求したりする〔後略〕34）
こんなすばらしい幼児期に、まちがったものは絶対に
与えられないと思いました。〔中略〕私たちが子どもた
ちと歌を歌い、絵を描き、踊ったり遊んだりするにつ
けて、指導者としての立場に立つ時、幼児だからとい
いかげんな音を出したり、美しくないものや正しくな
いものをけっして与えてはいけないと思いました35）。
幼児期に悪い音楽環境におかれた子どもは、小学校以
上になってからではもう耳はよくなりません。幼児の
（歌う）表現能力の未発達にかかわらず、幼児の耳はお
となよりずっと鋭く敏感です。私は、一般幼稚園や小
学校低学年の先生が、まちがった和音で、いいかげん
な弾き方をして音楽を子どもに与えていることが、よ
くも放任されているものだと思います。子どもだから、
いいかげんでいいというのでしょうか。年齢が幼いほ
ど、本物を与えなければ、とり返しがつかないことに
なるのを気がつかないのでしょうか。私の幼稚園では、
ピアノはじょうずな先生にしか弾かせません36）。
妙子がこれほどまでに「本物」にこだわった理由は、自身
が幼児期から父龍太郎の厳格なピアノ（音楽）教育によって、
美しいものを美しいと感じる心と耳が育まれたことを身を
もって体験したことにあったに違いない。すなわち、妙子
は弘田の音楽教育を、自身の幼児教育を通して継承しよう
としていたのであろう。
　また、妙子の夫の復生は日本画家としての筆を折り、妙
子とともに幼児教育に身を捧げる決心をしたことを以下の
ように語っている。
私ども芸術の道を修行した者にとって、創造する世界
は、感性を働かせてすべての物に迫り、その真理を把
握して認識へと結びつけ、表現へ移していく世界であ
る。それは幼児の心や姿を理解することにもつながる。
芸術の仕事と保育の仕事は共通するものが多かったと
言ってよい。さらにこの仕事は、私どもの生涯をかけ
た、情熱と夢見るロマンの世界でもあった。「子どもた
ちのために」という気持ちは、欲得を越えた、芸術を
希求する心と同じであると言ってもよかった。私は今、
保育の事業は芸術であり、前半生の芸術修行は、私の
保育の理念と同一であったと思っている37）。
　それまで芸術作品の作曲に専念していた弘田龍太郎が、
晩年になって幼稚園の設立を決意した真の理由は分からな
い。それを解明する資料や証言が現段階では得られていな
いが、この復生のことばに弘田の意思を重ねて見ることが
出来るのではないだろうか。弘田龍太郎と妙子夫妻が遺し
た「幼稚園」という芸術作品は、現在妙子夫妻の子息で作
曲家の藤田厚生氏（四代目園長）によって継がれている。
おわりに
　本論では作曲家、弘田龍太郎の音楽活動について、以下
の三点に焦点を当てながらそれらに関わる基本的な伝記事
項を明らかにした。まず一つは、童謡作曲家としてその名
を広めた児童雑誌における童謡の作曲である。赤い鳥運動
に賛同し、数々の児童雑誌に発表した童謡曲より弘田の作
風を形成した背景についても考察した。二つ目は、NHK
ラジオ放送における音楽教育の啓蒙に大きく貢献したこと
である。ラジオ放送の黎明期には児童雑誌に発表された弘
田の童謡曲が数多く放送されたが、弘田は子ども（幼児）
番組にも長く携わり音楽教育に尽力していた。放送内容が
記録された「番組確定表」（放送博物館所蔵）や『ラヂオ
年鑑』、および「子供の時間」の番組テキスト『子供のテ
キスト』などの資料より弘田が出演した番組とその内容を
網羅的に調査し、ラジオ放送を通した音楽教育についても
その一端を明らかにした。三つ目は、長女の妙子夫妻と幼
稚園を設立し、芸術家としての信念に根ざした幼児教育を
行ったことである。「幼児期にこそ質の高い環境を与える」
ことを理念とする幼児教育は、弘田の音楽教育観を象徴し
たものであった。
　子ども（幼児）を共通項に持つ弘田龍太郎の音楽教育は、
幼児教育が抱える諸問題のみならず、大正期の童謡運動を
めぐる児童文学を再考する上でも、またラジオ放送の果た
した音楽教育を解明する上でも、今後改めて問い直す必要
があるだろう。
註
 1）  大阪国際児童文学館編『日本児童文学大事典 第二巻』、大
日本図書、1993年、369頁。
 2）  弘田とのコンビで多数の童謡を誕生させた鹿島鳴秋と清水
かつらは『少女号』の編集に携わっており、同雑誌を創刊
し編集長を務めていた鹿島鳴秋は、自身の処女作「金魚の
ひるね」の作曲を依頼したのが弘田との結びつきの始まり
であったこと、また弘田にとってもこれが童謡曲の最初の
作曲であったことを回想している（鹿島鳴秋「むなしき歌
の座」『教育音楽』1月号、1953年、86頁）。
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 3）  弘田が『赤い鳥』に発表した作品（いずれも北原白秋作詞）
は他に、《鳥の巣》（大正11年11月号）、《なつめ》（同年12
月号）、《うさうさ兎》（大正12年1月号）、《子どもの村》（大
正13年12月号）などがある。
 4）  『少女號』（1919年11月号［第4巻 第11号］）の1頁目に「新
作童謠」として「靴が鳴る」の縦書きによる童謡（詩）が
掲載され、次頁の見開き（2−3頁）に譜例1が紹介されてい
る。楽譜の読めない読者のために数字譜が併記されている
のは、当時の曲譜の特徴である。
 5）  弘田龍太郎「よく歌われる私の曲 −靴が鳴る−」『教育音楽』
10月号、1950年、68頁。
 6）  弘田龍太郎『作曲の初歩』、岩本書店、1936年、序。
 7）  前掲書5、68頁。
 8）  金田一春彦『童謡・唱歌の世界』、主婦の友社、1978年、
182−187頁
 9）  《昔ばなし》は長尾豊の作詞による童謡と思われるが、金田
一の調査によると、この曲は1930（昭和5）年までにラジオ
で10回放送されていた（前掲書8、214頁）。
10）  ラジオ番組「子供の時間」についての詳細は、大地宏子「戦
前の NHK ラジオ番組『子供の時間』に見る音楽番組の変
遷 −放送黎明期から『コドモのテキスト』に至る童謡を中
心に−」『文化としての日本のうた』、東洋館出版社、2012
年を参照。
11）  前掲書8、217頁。
12）  前掲書8、212−214頁。
13）  『子供のテキスト』、および「特選童謡」の変遷や詳細につ
いては、大地宏子「NHK ラジオ番組『子供の時間』に見
る戦前の音楽教育の一考察 −番組月刊誌『コドモのテキス
ト』における『特選童謡』を中心に−」『鶴見大学紀要 第
3部 保育・歯科衛生編』第48号、2011年、 51−60頁に詳しい。
14）  3曲が所収されている『子供のテキスト』の年号は以下の通
り。《僕は燕》（1934年9月号、48−49頁）、《春のお手紙》（1937
年4月号、84−85頁）、《かへるとおへそ》（1937年10月号、
84−85頁）。
15）  日本放送協會編『ラヂオ年鑑 昭和12年版』、日本放送出版
協會、1937年、121頁。
16）  現存するテキストでは同講座の連載は1941［昭和16］年1月
号まで確認できている。
17）  日本放送協會編『ラヂオ年鑑 昭和15年版』、日本放送出版
協會、1940年、150頁参照。
18）  秋山正美編著『ラジオが語る子どもたちの昭和史Ⅱ』、大空
社、1992年、572頁。
19）  日本放送協會編『ラヂオ年鑑 昭和16年版』、日本放送出版
協會、1941年、130頁。
20）  筆者は海沼実氏よりこの記録表の複写を頂いた。
21）  時局の影響により「子供の時間」は「小国民の時間」（昭
和16年4月〜）、さらに「仲良しクラブ」（昭和20年12月〜）
と番組名を変えた。同様に、「幼児の時間」も「戦時保育
所の時間」（昭和18年11月〜）へ、「小学生の時間」は「国
民学校○年生」（昭和16年4月〜）へと名称を変えた。
22）  「リズム遊び」に出演していたのは、後年弘田の長女夫婦と
ともに設立した幼稚園の園児たちで、他に出演する子ども
たちとは比較にならぬ程、歌やリズム楽器の合奏が確かだ
ったことを驚かれたそうである（藤田復生『美しく生きる 
真に生きる』、光村教育図書、1996年、214頁参照）。
23）  藤田妙子『私の幼児教育』、岩波ブックサービスセンター、
1987年。
24）  前掲書22、4頁。
25）  前掲書22、3頁。
26）  前掲書22、9頁。
27）  前掲書22、26-27頁。
28）  前掲書22、12−22頁参照。
29）  その後、江口隆哉、宮操子、邦正美などの舞踊家がここで
学んだ。
30）  幕間劇を表すパントミム（Pantomime）のことと思われる。
31）  前掲書22、12頁。
32）  園名の由来について、「ゆかり」とは「ゆかりの花」、すな
わち「藤の花」を指すことから、「藤田」の「藤」を意味し、
また「文化をもっての日本の再建は、幼児期から」との構
想から「ゆかり文化幼稚園」と命名された（前掲書21、は
じめに、および196頁）。
33）  前掲書21、205頁。
34）  前掲書22、44−45頁。
35）  前掲書22、49頁。
36）  前掲書22、108頁。
37）  前掲書21、208頁。
